
２０２６年１月１日

パッシブ技術研究会のご案内 

１，本会は、パッシブ換気の技術の温暖地・蒸暑地への普及を目指し、自然の力を上手く
取り入れた現実的な住宅づくりを目指しています。北海道にあるＮＰＯ法人パッシブシス
テム研究会及び北方総合建築研究所の技術をベースに、顧問の先生を始めとした産学協同
による研究・技術開発で根拠の裏付けも行います。パッシブ技術の普及を目指し、そして
高い省エネ性と快適性を持つ住宅を供給する事による「住まい手の幸せの創造」、「健康
の増進」、「参加メンバーの発展」の為、ひいては「日本の建築業界の発展への寄与」を
目的とします。 
　　設立：２０１３年７月２０日 

２，顧　　問　：北海道科学大学　名誉教授　福島　明　　先生 
	 　	 　豊橋技術科学大学　　教授　田島　昌樹　先生 
　　　　　　　　北海道大学　　　　准教授　菊田　弘輝　先生 

３，代表世話人：松永潤一郎 

４，連携団体　：ＮＰＯ法人パッシブシステム研究会 

５，会員数：40社（2026年4月1日現在） 

６，目的 
　　●会員企業の事業発展と資質向上 
　　●研究開発 
　　　・温暖地におけるパッシブ換気（ハイブリッド換気）に関する実測と効果検証 
　　　・パッシブ換気に関連する技術開発 
　　　　（パッシブ換気の設計手法の開発、設計ツール「解析ソフト」の活用、 
　　　　　太陽熱給気予熱の省エネ効果、床下エアコンを始めとする暖房手法の確立等） 
　　　・当会が目指す温暖地・蒸暑地域におけるパッシブ住宅のベストミックスの探求 
　　　・公的なガイドライン等への反映を目指す。 
　　●勉強会・現場見学会等の開催 
　　●外部へ対してパッシブ技術の情報発信。（ユーザー向・業界向とも） 
　　●会員への様々な情報提供（行政情報・補助政策・ｅｔｃ） 
　　●各種補助事業（システム採択）への取り組み 
　　　・平成25･26年度住宅･ビルの革新的省エネ技術導入促進事業費補助金 
　　　「太陽熱利用型ハイブリッド換気システム」がプラスワン・システムに採択 
　　　・札幌市の札幌版次世代住宅基準においてパッシブ換気が評価 
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7，入会のメリット 
　・ノウハウの提供（パッシブ換気システムの設計技術や施工方法、煙突の作り方、 
　　　　　　　　　　メンテナンス方法等の施工技術、現場見学会、等） 
　・会の成果物の利用（カタログ・動画・住まい方マニュアル・Q&A・生討論資料、等） 
　・会員相互の見学会や交流を始めとする活発な情報交換 
　・全ての勉強会 （オープンと会員向けがあります）へ会員価格での参加が可能 
　　また、社員参加分は更に格安で参加可能。 
　・勉強会のWEB参加が可能　 
　・パッシブ換気解析ソフトの使用 
　・パッシブシステム研究会の情報の入手や参加が可能 

8，入会及び年会費について 
　　入会資格：本会の活動に興味を持ち、支援と参加を頂ける方 
　　　　　　　会員内で情報提供を求められた場合に惜しまない事 
　　　　　　　かつ積極的に会の内部への情報提供を行う事 
　　　　　　　※入会審査有り 
　　入会金　￥５０,０００ 
　　年会費　￥２４,０００（設計事務所会員￥１２,０００） 
　　解析ソフト購入費（初回一回のみ）　　  　１０,０００円 

　　三菱ＵＦＪ銀行　保谷支店　普通口座　０１１８０８０ 
　　名義　パッシブ技術研究会　代表　松永潤一郎 
　　※振込み手数料はご負担いただけますようよろしくお願いします。 

9，年間活動予定 
　　総会・定例セミナー・勉強会の開催（２～３回、オープン開催と会員向け開催有り） 
　　現場見学会　適宜 
　　パッシブシステム研究会（北海道）大合宿への参加 
　　会員同士の技術交流や情報の提供 
　　その他 

10，取り組み予定 
　　他団体との交流・連携 
　　設計マニュアル・施工マニュアルの確立 
　　技術確立等・・・ 

パッシブ技術研究会　代表世話人　松永潤一郎 
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